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本
論
考
の
き
っ
か
け
は
、『
素
問
』
玉
機
眞
藏
論
篇
第
十
九
の
「
治
せ
ざ
れ
ば
、
脾　

之
を
腎
に
傳
う
、
病　

名
づ
け
て
疝
瘕
と
曰

う
。
少
腹
寃え
ん
ね
つ熱

し
て
痛
み
、
白
を
出
だ
す
。
一
い
は
名
づ
け
て
蠱
と
曰
う
。
當
に
此
の
時
は
、
按
ず
可
し
藥
す
可
し
」
を
読
ん
だ
と
き
、

従
来
抱
い
て
い
た
「
蠱
」
の
概
念
と
、
疝
瘕
＝
蠱
と
い
う
認
識
の
違
い
に
驚
い
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、
蠱
と
は
い
わ
ゆ
る
「
蠱
毒
」

「
蠱
惑
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、
幻
ま
や
か
しの

類
の
概
念
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
調
べ
る
と
意
外
に
も
多
義
を
持
つ
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

『
説
文
解
字
』（
後
漢
・
許
愼
著
、
部
首
別
の
最
初
の
字
書
、
略
し
て
『
説
文
』）
虫
部
に
「
蠱
、
腹
中
の
虫
な
り
」
と
あ
る
（
こ
れ

は
段
注
で
は
「
腹　

虫
に
中あ
た

る
な
り
」
と
読
む
べ
し
と
云
う
）
が
、
さ
て
上
手
く
「
腹
の
虫
が
治
ま
る
」
論
を
展
開
で
き
る
か
ど
う
か
。

本
論
考
に
お
い
て
は
、
古
典
の
読
み
下
し
箇
所
に
お
い
て
は
原
文
の
字
を
そ
の
ま
ま
用
い
、
地
の
文
で
は
当
用
漢
字
を
用
い
た
。

あ
る
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１
、
蠱
毒
に
つ
い
て

本
論
に
入
る
前
に
従
来
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
「
蠱
」
即
ち
蠱
毒
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
。

そ
れ
は
中
国
南
部
を
中
心
に
広
く
東
南
ア
ジ
ア
に
も
、
そ
れ
も
漢
族
の
み
な
ら
ず
少
数
民
族
に
も
広
が
る
呪
術
的
な
伝
承
の
一
種
で

あ
る
。『
隋
書
』
地
理
志
に
、
蠱
の
作
り
方
（「
畜
蠱
」
と
い
う
）
が
記
さ
れ
て
い（

1
）る

。

五
月
五
日
に
百
種
の
虫
を
集
め
、
大
き
な
も
の
は
蛇
、
小
さ
な
も
の
は
虱
と
、
併
せ
て
器
の
中
に
置
き
、
互
い
に
喰
ら
わ
せ
、
最

後
の
一
種
に
残
っ
た
も
の
を
留
め
る
。
蛇
で
あ
れ
ば
蛇
蠱
、
虱
で
あ
れ
ば
虱
蠱
で
あ
る
。
こ
れ
を
行
っ
て
人
を
殺
す
。

蠱
毒
を
使
う
目
的
は
、
さ
し
あ
た
り
は
蓄
財
に
あ
る
。
一
般
に
蠱
毒
を
扱
う
の
は
女
性
で
あ
り
、
代
々
継
承
さ
れ
る
。
そ
の
家
庭
は

婚
姻
忌
避
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
れ
が
「
和
合
草
」「
和
合
藥
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
媚
薬
の
伝
承
に
重
な
り
、
蠱
を
扱
う
女
性
が
私

通
者
や
夫
と
の
仲
を
繋
ぎ
止
め
る
目
的
に
も
な
っ
て
く
る
。
畜
蠱
を
飲
食
物
に
混
入
し
て
日
々
相
手
に
食
わ
せ
る
こ
と
で
、
徐
々
に
毒

が
回
る
の
だ
が
、
他
人
を
害
毒
し
な
い
場
合
は
、
逆
に
自
分
が
蠱
毒
の
中
毒
に
な
っ
て
し
ま
う
と
云
う
。

こ
う
し
た
蠱
毒
は
日
本
に
お
い
て
も
『
大
宝
律
令
』
に
、
謀
反
や
悪
逆
と
並
べ
て
「
八
虐
」
の
大
罪
の
一
つ
と
し
て
禁
じ
ら
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
も
、
古
代
社
会
で
は
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

ま
た
蠱
毒
に
は
種
々
の
も
の
が
知
ら
れ
て
お
り
、『
識
小
録
』
巻
四
治
蠱
方
に
は
、

蠱
毒
は
上
（
胸
膈
）
に
在
れ
ば
則
ち
升
麻
を
服
し
て
吐
き
、
腹
に
在
れ
ば
則
ち
欝
金
を
服
し
て
こ
れ
を
下
す
。
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こ
の
記
述
は
別
の
本
に
よ
れ
ば
、
中
国
南
方
に
於
け
る
「
挑
生
」
と
い
う
魚
肉
に
よ
る
蠱
の
類
を
云
う
と
あ
る
。
こ
れ
は
魚
肉
の
生

食
に
よ
る
食
中
毒
や
寄
生
虫
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ（

2
）う

。

こ
こ
で
歴
史
上
の
興
味
深
い
事
件
に
触
れ
て
お
こ（

3
）う

。
そ
れ
は
中
国
南
北
朝
時
代
の
宋
代
（
劉
宋
）
に
起
き
た
蠱
毒
に
関
わ
る
死
体

損
壊
で
あ
る
。
５
世
紀
半
ば
、
或
る
男
が
知
人
の
家
を
訪
問
し
酒
を
飲
み
、
帰
宅
後
蠱
虫
十
余
枚
を
吐
い
た
。
そ
の
男
は
死
に
臨
み
、

妻
に
、
死
後
腹
を
抉え

刳ぐ

り
て
五
臓
の
状
態
を
見
る
こ
と
を
命
じ
た
。
そ
れ
は
蠱
毒
に
よ
る
も
の
な
ら
ば
五
臓
が
爛
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
と
い
う
。
果
た
し
て
死
後
に
妻
が
解
剖
し
た
と
こ
ろ
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
蠱
毒
に
よ
る
殺
害
が
判
明
し
た
と
い
う
。

吐
蟲
と
見
え
た
の
も
、
胃
粘
膜
の
糜
爛
に
よ
る
線
状
出
血
が
多
数
有
り
、
そ
れ
が
蟲
に
見
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
内
臓

腐
乱
や
、
嘔
吐
な
ど
に
関
し
て
も
、
冶
葛
・
鉤
吻
な
ど
と
称
さ
れ
た
古
代
の
有
毒
植
物
な
ど
何
ら
か
の
毒
物
に
よ
る
他
殺
事
件
を
彷
彿

さ
せ
る
が
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

上
記
し
た
よ
う
な
概
念
が
一
般
的
な
蠱
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
白（

4
）川

に
よ
れ
ば
蠱
の
字
は
既
に
卜
文
に
見
ら
れ
、「
貞と

ふ
。
王

の
咼
（
禍
）
あ
る
は
、
隹こ

れ
蠱
な
ら
ざ
る
か
」
の
よ
う
に
、
禍
害
に
の
ぞ
ん
で
蠱
の
有
無
を
卜
し
、
蠱
の
原
義
は
媚
蠱
左
道
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
漢
代
に
は
媚
道
の
名
で
呼
ば
れ
、
巫
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
巫
蠱
と
も
い
い
、
武
帝
末
年
の
巫
蠱
の
変

の
よ
う
な
史
上
有
名
な
事
件
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
法
は
既
に
殷
代
に
発
し
て
お
り
、
夢
な
ど
も
呪
獣
の
な
す
わ
ざ
と
さ
れ
た
。
蠱

に
は
上
記
し
た
蟲
を
使
う
も
の
以
外
に
、
木
偶
や
雞
な
ど
を
埋
め
て
呪
詛
を
加
え
る
こ
と
も
文
献
に
は
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

蠱
の
字
は
蟲
皿
に
従
う
も
、
蠱
食
器
敞
の
意
で
は
な
く
、
ま
た
腹
内
蠱
毒
の
こ
と
で
も
な
く
、
い
わ
ゆ
る
埋
蠱
・
巫
蠱
の
法
を
示
す
字

と
見
て
良
い
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
非
常
に
古
い
時
代
よ
り
見
ら
れ
た
蠱
の
概
念
が
、
時
代
と
共
に
よ
り
広
義
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
一
方
で
、
疾
病
概

念
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
で
新
た
な
病
名
と
し
て
認
識
さ
れ
た
も
の
が
、
過
渡
期
に
は
混
淆
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
充
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
う
い
っ
た
観
点
よ
り
医
学
の
資
料
を
繙
い
て
み
る
。
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２
、
疝
瘕
と
の
関
わ
り

『
素
問
』
に
云
う
蠱
と
同
一
視
さ
れ
た
「
疝
瘕
」
に
つ
い
て
考
え
る
。
疝
と
は
、『
諸
病
源
候
論
』（
六
一
〇
、
巣
元
方
）
寒
疝
候
に

よ
れ
ば
、

疝
な
る
者
は
、
陰
氣
内
に
積
し
、
則
ち
衛
氣
行
ら
ず
、
衛
氣
行
ら
ざ
れ
ば
則
ち
寒
氣
盛
ん
な
り
、
故
に
惡
寒
令し

て
食
を
欲
せ
ず
、

手
足
厥
冷
し
、
繞
齊
痛
み
、
白
汙
出
で
る
。
寒
に
過
え
ば
即
ち
發
す
、
故
に
寒
疝
と
云
う
な
り
。
其
の
脈
が
弦
緊
な
る
者
は
是
な
り
。

ま
た
瘕
と
は
、
同
じ
く
癥
瘕
候
に
よ
れ
ば
、

癥
瘕
な
る
者
は
、
皆
な
寒
溫
不
調
に
由
り
、
飲
食
化
せ
ず
、
藏
氣
と
相
搏
結
し
生
じ
る
所
な
り
。
其
の
病　

動
か
ざ
る
者
は
直
ち

に
名
づ
け
癥
と
為
し
、
若
し
病　

結
瘕
有
り
と
雖
も
推
移
可
な
る
者
は
名
づ
け
て
瘕
と
為
す
。
瘕
な
る
者
は
假
な
り
、
虚
假
可
動

を
謂
う
な
り
。

少
し
解
り
に
く
い
の
で
、
虚
勞
癥
瘕
候
を
見
る
と
、

癥
瘕
の
病
な
る
者
は
、
皆　

久
寒
積
冷
に
由
り
、
飲
食
消
ぜ
ざ
る
の
致
す
所
な
り
。
結
聚
牢
強
に
し
て
、
之
を
按
じ
て
轉
動
せ
ざ

る
を
癥
と
為
し
、
之
を
推
し
て
浮
移
す
る
を
瘕
と
為
す
。
虚
勞
の
人
は
、
脾
胃
の
氣
弱
く
、
水
穀
を
剋
消
す
る
能
わ
ず
、
復ま

た
寒

冷
が
乘
じ
る
所
と
為
す
が
故
に
結
成
す
る
は
、
此
病
な
り
。
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こ
の
よ
う
に
疝
瘕
と
は
、
久
寒
積
冷
に
よ
り
手
足
厥
冷
し
、
腹
痛
み
、
可
動
性
の
硬
結
を
来
し
た
物
を
言
う
と
理
解
で
き
る
。
森
立

之
は
『
素
問
攷
注
』（
一
八
六
四
）
の
案
語
で
、
通
常
の
概
念
と
こ
の
『
素
問
』
で
謂
う
も
の
は
異
な
る
と
す
る
。
こ
こ
で
の
用
例
は
、

陽
明
病
第
十
二
条
文

陽
明
病
、
若
し
中
寒
の
者
、
食
す
る
能
わ
ず
、
小
便
利
せ
ず
、
手
足
濈
然
と
し
て
汗
出
で
、
此
れ
固
瘕
を
作
さ
ん
と
欲
す
、
必
ず

大
便
初
め
は
鞕
く
後
に
溏
。
然
る
所
以
の
者
は
、
胃
中
冷
を
以
て
、
水
穀
別
せ
ざ
る
故
な
り
。

が
謂
う
「
固
瘕
」
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。
外
邪
が
腎
虚
に
乗
じ
て
侵
入
し
、
そ
の
邪
と
飲
が
相
搏
っ
た
結
果
で
あ
り
、『
傷
寒
論
』 

少

陰
病
四
逆
散
の
「
或
い
は
腹
痛
」、
四
逆
湯
の
「
胸
中
実
し
、
膈
上
に
寒
飲
有
り
」、
ま
た
通
脈
四
逆
湯
の
「
或
い
は
腹
痛
」
の
類
も
是

に
相
当
す
る
と
い
う
。
森
立
之
が
言
い
た
い
こ
と
は
飲
邪
の
内
在
が
不
可
欠
と
い
う
こ
と
で
、
宋
板
『
傷
寒
論
』＝
痰
飲
傷
寒
論
と
い

う
彼
の
自
説
に
基
づ
い
て
の
論
理
展
開
で
あ
る
が
、
私
は
そ
う
思
わ
な
い
。
だ
が
こ
こ
は
本
題
と
外
れ
る
と
こ
ろ
な
の
で
割
愛
せ
ざ
る

を
え
な
い
。

３
、
蠱
病
に
つ
い
て

文
頭
に
挙
げ
た
『
素
問
』
条
文
を
、『
素
問
攷
注
』
の
案
語
で
は
、

蓋
し
蠱
な
る
者
は
、
原も

と

は
是　

腹
中
蟲
の
名
爲
り
、
乃
ち
濕
熱
の
所
に
生
ず
と
爲
す
。
之
を
轉
注
し
て
云
う
、
凡
そ
内
鬱
内
熱
敗

壞
の
物
は
皆　

之
を
蠱
と
謂
う
。
毒
の
蠱
と
自
ず
か
ら
別
つ
。
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と
、
こ
の
一
般
用
途
で
あ
る
「
蠱
毒
」
と
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
「
蠱
」
病
は
別
の
概
念
で
あ
る
と
説
く
。

古
代
に
お
け
る
蠱
病
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に
、『
諸
病
源
候
論
』
を
繙
い
て
蠱
毒
に
つ
い
て
の
医
学
論
調
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
「
蠱
毒
諸
病
凡
九
門
」
で
蠱
毒
候
、
蠱
吐
血
候
、
蠱
下
血
候
、
氐
羌
毒
候
、
猫
鬼
候
、
野
道
候
、
沙
蝨
候
が
列
記
さ
れ
る
。
更

に
別
の
箇
所
で
風
蠱
候
、
任
振
中
蠱
毒
候
、
蠱
毒
利
候
と
様
々
な
も
の
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
先
ず
蠱
毒
候
を
見
る
と
、

凡
そ
蠱
毒
に
は
數
種
有
り
、
皆
是
變
成
の
氣
な
り
、
故
に
造
作
の
蟲
蛇
の
類
を
多
く
取
る
人
有
り
、
以
て
器
皿
に
盛
貯
し
て
其
の

自
か
ら
相
噉
食
す
る
に
任
せ
、
唯
一
物
有
り
て
獨
り
在
る
者
を
即
ち
之
を
蠱
と
為
す
と
謂
う
。
…
…
凡
そ
蠱
病
に
中
れ
ば
多
く
は

死
に
趨
き
、
以
て
其
の
毒
害
の
勢
い
は
甚
し
、
故
に
蠱
毒
著
わ
る
と
云
う
。
蠱
毒
で
面
色
青
黄
の
者
は
是　

蛇
蠱
で
あ
り
、
其
の

脈
は
洪
で
、
病
壯
ん
で
之
を
發
す
る
時
は
、
腹
內
熱
く
悶
え
胸
脇
支
滿
し
、
舌
本
は
脹
り
強
ば
り
喜し
ば

し
語
を
言
え
ず
身
醴
は
恆
に

痛
む
。

上
記
し
た
蠱
の
作
り
方
を
記
し
、
更
に
そ
の
病
状
を
記
す
。
さ
ら
に
蠱
病
の
中
の
一
例
と
し
て
婦
人
雜
病
門
の
風
蠱
候
を
取
り
上
げ

れ
ば
、風

蠱
な
る
者
は
體
虚
に
由
り
て
風
を
受
け
、
風
が
皮
膚
の
間
に
在
り
、
其
の
状
は
淫
躍
淫
躍
し
て
若
し
盡
く
能
く
刺
せ
ば
、
一
身

は
盡
く
痛
み
、
血
氣
を
侵
傷
し
蠱
毒
の
状
の
如
く
動
作
す
る
、
之
を
風
蠱
と
謂
う
。

蠱
と
い
え
ど
も
、
体
力
充
実
し
て
い
れ
ば
侵
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
と
趣
を
異
に
す
る
も
の
と
し
て
、
癰

疽
諸
病
門
の
久
疽
候
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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此
れ
は
寒
氣
が
經
絡
に
客
す
る
に
由
り
、
氣
血
は
折
れ
血
澀
り
通
ら
ず
、
乃
ち
疽
を
結
成
す
。
凡
そ
疽
が
諸
節
及
び
府
藏
の俞
に

發
す
れ
ば
、
則
ち
卒
急
な
り
。
其
の
久
疽
な
る
者
は
、
身
體
閑
處
に
發
す
る
が
故
に
經
久
積
年
し
て
膿
汁
が
盡
き
ず
則
ち
瘡
內
に

蠱
を
生
じ
て
變
じ
て
瘻
を
成
す
に
致
ら
し
む
る
な
り
。

『
諸
病
源
候
論
』
に
見
ら
れ
る
古
代
の
蠱
の
概
念
は
、
蠱
毒
に
関
す
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
が
、
久
疽
の
よ
う
に
、
難
治

で
瘻
孔
形
成
を
す
る
種
々
の
病
原
体
に
よ
る
感
染
症
を
も
含
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
蠱
の
概
念
を
広
く
探
る
こ
と
に
し
た
い
。
先
ず
諸
子
百
家
か
ら
蠱
に
関
す
る
記
述
を
見
て
み
よ
う
。

『
文
選
』（
梁
、
蕭
統
）
巻
一
に

左
氏
傳
、
子
産
曰
く:

周
易
に
在
り
。
女　

男
を
惑
わ
す
、
之
を
蠱
と
謂
う
。
…
…
蠱
、
媚
な
り
。

こ
れ
は
『
周
易
』
第
十
八
卦
「
蠱
」（
艮
上
巽
下:
左
図
）
を
云
う
。

『
國
語
』（

5
）晋

に

平
公
疾
有
り
、
秦
景
公
醫
和
に
之
を
視
さ
使し

む
。
出
で
て
曰
く
「
為
（
＝
治
）
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
是
を
男
（
＝
師
傅
）
を
遠

ざ
け
、
女
（
色
）
を
近
づ
け
、
惑
い
て
以
て
蠱
を
生
ず
と
謂
う
。
鬼
に
非
ず
食
に
非
ず
、
惑
い
て
以
て
志
を
喪
え
り
。
良
臣
生
き
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ず
、
天
命
祐
け
ず
。

こ
れ
ら
の
蠱
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
房
室
過
多
に
よ
る
腎
虚
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
志
の
喪
失
で
あ
る
。
余
談
だ
が
こ
の
後
段
に

興
味
深
い
文
が
見
ら
れ
る
。
医
和
の
上
記
の
言
に
対
し
、
趙
文
子
が
平
公
の
弁
護
を
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
対
す
る
医
和
の
言
葉
は
、

直
は
曲
を
輔
け
ず
、
明
は
闇
を
規た

だ

さ
ず
、
拱
木
（
＝
大
木
）
は
危
（
＝
高
険
の
地
）
に
生
ぜ
ず
、
松
柏
は
埤
（
＝
下
湿
の
地
）
に

生
ぜ
ず
。

更
に
苦
言
が
続
く
。
そ
こ
で
文
子
が
「
醫　

國
家
に
及
ぶ
か
？
」
と
の
問
い
に
対
し
、
医
和
が
對
え
て
曰
く
「
上
醫
は
國
を
醫
す
、

其
の
次
は
疾
人
、
固も
と

よ
り
醫
の
官
な
り
。」
と
い
う
有
名
な
言
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
後
に
、

文
子
曰
く
「
子　

蠱
と
稱
す
る
も
、
何
か
實
に
之
を
生
ぜ
ん
？
」
と
。
對
え
て
曰
く
「
蠱
の
慝
（
＝
悪
）
は
、
穀
の
飛
べ
る
實
に

之
を
生
ぜ
り
。
物
は
蠱
よ
り
伏か

く

（
＝
蔵
）
る
る
は
莫
し
、
穀
よ
り
嘉
き
は
莫
し
。
穀
興
り
蠱
伏
る
る
は
、
章
明
な
る
者
な
り
。
故

に
穀
を
食
ら
う
者
は
、
晝
は
男
德
を
選
び
て
、
以
て
穀
明
に
象
か
た
ど

り
、
宵
は
女
德
に
靜や

す

（
＝
安
）
ん
じ
て
、
以
て
蠱
慝
を
伏さ

（
＝
去
）

る
な
り
。
今
君
之
を
一
に
す
る
は
、
是
穀
を
饗う

け
ず
し
て
蠱
を
食
ら
う
な
り
。

こ
こ
後
半
に
使
わ
れ
て
い
る
蠱
は
、
女
（
色
）
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

ま
た
『
文
選
』
巻
九
に
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漢
書
に
曰
く:

戾
太
子　

與
江
に
據
り
充
ち
て
隙
有
り
。
巫
蠱
に
會
い
事
起
こ
る
。

こ
れ
は
漢
の
江
充
が
巫
蠱
事
件
を
捏
造
し
て
太
子
を
陥
れ
よ
う
と
し
た
事
件
の
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
く
『
文
選
』
巻
十
七
に

妖
蠱
、
淑
豔
な
り
。

こ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
蠱
は
鬼
・
妖
気
の
類
で
あ
ろ
う
か
。

次
い
で
医
学
関
連
書
籍
の
記
述
を
見
る
。

先
ず
『
外
台
秘
要
方
』（
王
燾
、
七
五
三
頃
）
に
は
、

『
刪
繁
』
五
尸
蠱
を疰
（
＝
病
）
む
。
中
惡
客
忤
（
な
り
）。
心
腹
刺
痛
を
療
す
。
丹
砂
丸
方
。

中
悪
、
客
忤
と
は
何
を
言
う
か
を
『
諸
病
源
候
論
』
で
確
認
す
る
と
、

中
惡
な
る
者
は
是　

人
の
精
神
衰
弱
し
、
鬼
神
の
気　

卒
に
わ
か
に
之
に
中
る
と
為
す
な
り
。
其
の
状
は
卒
然
と
し
て
心
腹
刺
痛
し
、
悶

亂
し
て
死
せ
ん
と
欲
す
。

卒
忤
な
る
者
は
亦　

客
忤
と
名
づ
け
、
邪　

之
に
客
し
、
卒
に
人
の
精
神
を
忤み
だ

す
を
謂
う
な
り
）。
其
の
状
は
心
腹
絞
痛
し
て
脹
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滿
し
、
氣
は
心
胸
を
衝
く
。

『
外
台
秘
要
方
』
の
本
文
は
「
五
尸
蠱
」
と
「
中
惡
客
忤
」
は
並
列
の
言（

6
）葉

と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
此
処
で
の
蠱
は
中
惡

客
忤
の
こ
と
と
見
な
し
た
。

次
に
水
蠱
方
を
考
え
る
。
先
ず
『
諸
病
源
候
論
』
を
取
り
上
げ
、

此
れ
は
水
毒
の
氣
が
内
に
結
聚
す
る
に
由
り
、
腹
は
漸
ぜ
ん
と
大
き
く
な
ら
令
め
、
動
き
搖
ら
せ
ば
聲
有
り
、
常
に
飲
水
を
欲
し
、

皮
膚
は
粗
（
原
典
は
麤
）
黑
に
し
て
、
腫
に
似
る
が
如
き
状
な
る
は
、
名
づ
け
て
水
蠱
な
り
。

と
定
義
す
る
。
水
蠱
と
は
腹
水
の
よ
う
だ
が
、
皮
膚
が
粗
黒
か
ら
腎
不
全
に
よ
る
尿
毒
症
が
考
え
ら
れ
る
。

腸
蠱
痢
方
も
、
先
ず
『
諸
病
源
候
論
』
を
取
り
上
げ
、

腸
蠱
痢
な
る
者
は
、
冷
熱
の
氣
が
入
り
腸
間
に
在
り
、
先
に
赤
を
下
し
後
に
白
を
下
し
、
連
年
愈
え
ず
藏
府
を
侵
傷
し
、
血
を
下

し
白
を
雜
え
病
が
蠱
の
状
の
如
き
を
名
づ
け
て
腸
蠱
と
為
す
な
り
。

類
似
の
病
気
に
蠱
注
痢
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
『
諸
病
源
候
論
』
を
先
ず
挙
げ
て
、

此
れ
は
歲
時
の
寒
暑
不
調
に
由
る
。
則
ち
濕
毒
の
氣
が
人
を
傷
る
有
り
、
經
脈
は
血
氣
に
隨
い
、
漸
く
藏
腑
に
至
る
。
大
腸
が
虚

な
る
者
は
、
毒
氣
が
之
に
乘
じ
、
毒
氣
は
熱
を
挾
み
、
血
と
相
搏
ち
、
則
ち
血
痢
と
成
る
な
り
。
毒
氣
臓
腑
に
侵
食
し
、
病
は
蠱
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注
の
状
の
如
く
、
痢
は
血
に
膿
を
雜ま

じ

え
瘀
黑
で
あ
り
、
雞
肝
の
如
き
片
を
有
し
、
血
と
雜
え
て
下
る
は
是
な
り
。

そ
し
て
『
肘
後
方
』
の
治
療
法
と
し
て
、

時
歲
に
蠱
注
に
苦
し
み
毒
下
る
者
を
療
す
る
方
。
礬
石
（
熬
）
二
兩
、
乾
薑
、
附
子
（
炮
）、
黄
連
各
二
兩
。
右
四
味
搗
き
篩
し

て
散
と
為
し
、
酒
方
寸
匕
を
以
て
服
す
、
日
に
三
、
止
ま
ざ
れ
ば
更
に
服
す
。
又
の
方　

黄
連
、
黄
檗
等
分
。

一
時
的
な
下
血
、
膿
血
便
で
な
け
れ
ば
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
や
ク
ロ
ー
ン
病
、
更
に
は
大
腸
ガ
ン
を
考
え
る
べ
き
状
態
が
、
腸
蠱
痢
と

蠱
注
痢
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
現
代
に
お
い
て
も
難
治
疾
患
と
し
て
扱
わ
れ
る
病
状
が
、
蠱
の
概
念
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

ま
た
同
じ
く
『
諸
病
源
候
論
』
蠱
毒
雜
療
方
五
首
に
『
小
品
方
』（
六
朝
時
代､

陳
延
之
）
を
引
い
て
、

蠱　

蚘
に
似
た
る
を
療
す
る
方
。
雄
黄
（
研
）、
麝
香
（
研
）
の
右
二
味
…
…

の
記
述
が
あ
る
。
蚘
と
は
蛔
の
別
字
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
蛔
虫
や
蟯
虫
な
ど
の
寄
生
虫
を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
蠱
に
寄
生
虫
の
意
味
も

あ
る
こ
と
が
解
る
。

ま
た
『
太
平
聖
恵
方
』（
王
懐
隠
ら
、
九
九
二
）
巻
第
三
十
五
咽
喉
論
・
治
咽
喉
中
如
有
物
妨
悶
諸
方
に
、

治
咽
喉
中
に
物
有
る
が
如
く
妨
悶
す
。
或
い
は
左
に
在
り
、
或
い
は
右
に
在
る
を
、
各
お
の
蠱
と
曰
う
。
蓋
し
於
咽
喉
の
間
に
風

熱
が
緑
（
録
か
？
）
積
す
る
は
、
多
く
此
の
疾
為
り
。
先
ず
須
く
鍼
を
し
て
結
聚
の
處
を
深
（
探
か
？
）
り
、
便
ち
毒
氣
散
じ
、
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後
に
大
黄
散
が
宜
し
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
蠱
は
、
い
わ
ゆ
る
梅
核
気
、
現
代
病
名
で
謂
う
咽
喉
頭
神
経
症
で
あ
ろ
う
。

４
、
ま
と
め

１　
「
蠱
」
に
は
実
に
多
く
の
疾
患
が
含
ま
れ
て
い
る
。
非
常
に
古
い
時
代
よ
り
見
ら
れ
た
蠱
の
概
念
が
、
時
代
と
共
に
「
原
因
が

確
定
で
き
な
い
も
の
」
を
全
て
蠱
に
よ
る
と
み
な
し
、
実
に
多
義
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
疾
病
概
念
が
確
立
さ

れ
る
こ
と
で
新
た
な
病
名
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
が
、
過
渡
期
に
は
混
淆
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

２　

最
も
古
代
に
於
い
て
一
般
的
で
あ
っ
た
の
は
「
蠱
毒
」
で
あ
り
、
畜
蠱
・
埋
蠱
な
ど
に
よ
る
毒
殺
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
食

中
毒
や
寄
生
虫
（
蚘
＝
蛔
）
が
関
わ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

３　
『
素
問
』
で
は
、
久
寒
積
冷
に
よ
り
手
足
厥
冷
し
、
腹
痛
み
、
可
動
性
の
硬
結
を
来
す
「
疝
瘕
」
を
指
す
。

４　
『
國
語
』
晋
で
は
、
房
室
過
多
に
よ
る
腎
虚
を
意
味
し
た
。
ま
た
そ
の
直
接
原
因
で
あ
る
女
色
（
＝
媚
）
を
指
す
場
合
も
あ
る
。

５　
『
外
台
秘
要
方
』
の
「
五
尸
蠱
」
は
、
精
神
衰
弱
さ
せ
卒
然
と
し
て
心
腹
刺
痛
し
、
悶
亂
し
て
死
せ
ん
と
す
る
「
中
惡
・

客
忤
」
の
こ
と
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

６　
「
水
蠱
」
と
は
腹
水
だ
が
、
腎
不
全
に
よ
る
尿
毒
症
が
示
唆
さ
れ
る
。

７　
「
腸
蠱
痢
」「
蠱
注
痢
」
と
は
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
や
ク
ロ
ー
ン
病
、
更
に
は
大
腸
ガ
ン
が
示
唆
さ
れ
る
。

８　

毒
物
に
よ
る
事
件
も
蠱
毒
と
見
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

９　
『
太
平
聖
恵
方
』
に
は
、
い
わ
ゆ
る
梅
核
気
、
現
代
病
名
で
謂
う
咽
喉
頭
神
経
症
も
含
ま
れ
て
い
た
。
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